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南房総市千倉町の初日の出

       ●  新年のご挨拶
       ●  確定申告のお知らせ
       ●  館山税務懇話会特別例会
       ●  令和8年度税制改正に関する提言
       ●  納税表彰
       ●  理事会・委員会・部会の動き
       ●  全国青年の集い山梨大会参加報告書
       ●  今後の事業実施予定
       ●  税務署からのお知らせ
       ●  健康コーナー「知りたい、現代のお酒との付き合い方」
       ●  新会員紹介

主 な 内 容

公益社団法人

館山法人会報

（公社）館山法人会員証
←法人税確定申告書提出の会員の方は、このシール
を切り取り決算書の別表右下欄に貼付して提出して
下さい。

法人会の「理念」
法人会は税のオピニオンリーダーとして
企業の発展を支援し　地域の振興に寄与し
国と社会の繁栄に貢献する
経営者の団体である
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第４１回法人会全国大会（高知大会）
令和８年度税制改正に関する提言
　令和７年１０月１６日（木）高知県高知市・高知県立県民文化ホールにて、全国約７０万社の会員、
４１都道府県法人会連合会と４４０単位会による全国大会が開催されました。
約１,６００名参加の大会議事において「令和８年度　税制改正に関する提言」が決議されました。

大
会プ
ロ
グ
ラ
ム

　第１部　大会式典
　  第2部　記念講演
　　　「変化の時代の経営、危機をチャンスに」
　　　　元ローソン・ジャパン社長
　　　一般社団法人ＳＤＧsソーシャルデザイン協会
　　　名誉顧問　都築　富士男氏　
   第３部　懇親会

全法連斎藤会長のあいさつ
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令和8年度   税制改正に関する提言令和8年度   税制改正に関する提言  （要約）（要約）

《基本的な課題》
Ⅰ．税・財政改革のあり方
　�・�日本でも「金利のある世界」に回帰した経済環境を考慮し、金融市場の動向も見据えた税・財政運営が欠かせない。
１．財政健全化に向けて
　�・�「今後、大規模な自然災害や新たな感染症の拡大等、有事の際には膨大な財政需要が発生することも想定される。そう

した事態が起きた場合でも、機動的な財政出動を可能にするために財政健全化は必要な取り組みである。
　（１）　�参院選に向けた物価高対策の公約として、「消費税減税」がクローズアップされたが、消費税率を引き下げた場合

の減税分は別の財源を確保するか、結局は国債に頼らざるを得なくなる。物価高対策や低所得者対策は消費税減
税で対応するのではなく、真に支援が必要な人に限定した給付措置が望ましい。

　（２）　�「こども・子育て政策」の財源は歳出改革に加え、医療保険料に上乗せして徴収する「支援金制度」などで賄うと
しているが、こうした支援金制度は社会保険料を少子化対策に充てる実質的な「隠れ増税」と言わざるを得ない。
また、歳出改革が想定通りに行われなければ、結局は国債頼みとなりかねない。 

　（３）　�防衛力の抜本強化では防衛費を２０２７年度までの５年間で総額４３兆円とすることを決定しているが、大半が
歳出改革や決算剰余金の活用で財源を捻出することとしており、財源としての安定性を欠いている。日本を取り
巻く安全保障環境が厳しさを増す中で、着実に防衛力を強化するためにも安定財源の確保が重要である。

　　２．社会保障制度に対する基本的考え方
　�・�中小企業の社会保険料負担は年々増加しており、事業主への過度な保険料負担を抑制しつつ、女性の就労や人材確保

の観点から、配偶者控除や第３号被保険者制度の問題を含め、税と社会保障を一括して議論しなければならない。 
　（１）　�いわゆる「１０６万円の壁」への対応として、扶養から外れる人の保険料の一部を勤務先が負担する場合、国が

上限を設けて助成する等の「保険料負担軽減措置」が設けられているが、一時的な措置にとどまっており、安定
的な制度の構築が求められる。 

　（２）　�公的年金については、厚生年金の積立金を財源に充当する基礎年金の底上げが検討されている。抜本的な制度改
革は、老後の生活設計に影響するテーマであり、省庁間の壁を取り払い、与野党が一体となって幅広く議論する
必要がある。

　（３）　�少子化対策については、現金給付よりも保育所や学童保育等の環境整備、 保育士の待遇改善などの現物給付に重点
を置くべきである。高校授業料の無償化も所得制限が撤廃されることとなったが、これは国会審議で予算を成立
させるため、少数与党が野党の要求を受け入れて急遽決定したものである。このため、高校授業料無償化に伴う
影響評価や財源が担保されているとは言えない。公平性の観点からも課題を残しており、与野党による精緻な議
論を求めたい。 

　（４）　�医療は成長分野と位置付け、デジタル化対応など大胆な規制改革を進める。また、社会保障給付の急増を抑制す
るためには診療報酬（本体）の配分等を見直すとともに、ジェネリック（後発医薬品）の安定した供給体制を確
立する必要がある。薬剤費を抑制する観点からセルフメディケーション税制の対象となる医薬品などの拡充も欠
かせない。 

　（５）　�介護保険については、制度の持続性を高めるために真に介護が必要な者とそうでない者とにメリハリをつけ、医
療と同様に公平性の視点から給付及び　負担のあり方を見直す。また、生活保護については、高齢者の増加に伴っ
て給付の増加も見込まれており、給付水準のあり方などを見直すとともに、不正受給の防止など厳格な運用が求
められる。 

３．行政改革の徹底等
　�・�国・地方の財政健全化は、歳出・歳入の一体的改革によって進めることが重要である。地方を含めた政府・議会は「ま

ず隗より始めよ」の精神に基づき、自ら身を削って行政改革を推進しなければならない。 　
　（１）　�国･地方における議員定数の大胆な削減､ 歳費の抑制を求める。また、調査研究広報滞在費（旧文通費）や政務活

動費等の適正化。 　
　（２）　�厳しい財政状況を踏まえ、国・地方公務員の効率的な要員配置と、能力を重視した賃金体系の導入などによる人

件費の抑制。
　（３）　�「第２の予算」とも呼ばれる特別会計と各省庁が管轄する独立行政法人の無駄の削減。 
　（４）　�官業に対してＰＤＣＡ（計画・実行・評価・改善）サイクルを確立し、事業のチェック等を継続的に実施するこ

とを求める。また、積極的に民間活力を導入した民需主導の自律的な経済成長。
４．マイナンバー制度について
　�・政府は引き続きマイナンバー制度の意義を周知するとともに、行政事務のコストカットに資する等、その具体的な効
　用を国民や事業者に明示するなどして、マイナンバーカードの利用拡大を促す必要がある。 
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　�・マイナンバーカードと電子認証にはそれぞれ異なる有効期限が設定されており、行政窓口で更新手続きをする必要が
　ある。国民の幅広い利用を促進するためにも周知徹底を図りながら、更新手続きの簡略化も進めなければならない。 
　�・マイナンバー法等の改正によって利用範囲は一部拡大されたが、どこまで広げるかは今後の重要な課題である。すで
　に年金や給付金などの公金の受け取り口座としてマイナンバーと銀行口座を紐付ける取り組みも進んでいるが、これ
　を拡大して世帯所得を把握することができるようになれば、例えば経済対策で支援が必要な困窮世帯に限定して現金
　を給付する措置を講じるなどの効率化も可能となる。
5．今後の税制改革のあり方

Ⅱ．経済活性化と中小企業対策

　�・�人手不足や継続的な賃上げなど中小企業が抱える構造的な課題を解決するためには、中小企業自らの経営改革も重要
になる。そうした改革に取り組むためには、新たな付加価値の創出につながるような支援策も必要である。また、中
小企業経営者の高齢化が指摘されている中で、中小企業が保有する独自の技術やサービスを引き継ぎ、地域のサプラ
イチェーン（供給網）機能を維持するため、それぞれの事情に応じたきめ細かな事業承継を後押しする必要がある。 

1．中小企業の活性化に資する税制措置
　（１）　�法人税率について
　　　　近年、大法人に適用される法人税率の引き上げを検討する動きもあるが、不透明な経済情勢等に鑑み、慎重に議
　　　　論することが求められる。 　
　（２）　法人税率の軽減措置
　　　　中小法人に適用される軽減税率の特例１５％を本則化すべきである。また、昭和５６年以来、８００万円以下に
　　　　据え置かれている軽減税率の適用所得金額を、黒字中小企業の平均所得を踏まえ１，６００万円程度に引き上げる
　　　　こと。
　（３）　中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置
　　　　�中小企業の技術革新など経済活性化に資する税制措置については、制度を拡充したうえで本則化すること。 　　　

①�中小企業投資促進税制については、対象設備を拡充したうえ、中小企業の厳しい経営環境を踏まえ「中古設備」
を含める。 

　　　　②�少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置については、物価が上昇していること等を踏まえ、取得価
額要件を３０万円未満から５０万円未満に引き上げるとともに、損金算入額の上限（合計３００万円）を撤廃
し全額を損金算入とすることを求める。なお、それが直ちに困難な場合は、令和８年３月末日となっている適
用期限を延長すること。　

　　　　③�スタートアップのための、きめ細やかな財政・税制支援が必要である。
　（４）　中小企業等の設備投資支援措置
　　　　�「中小企業経営強化税制」や「先端設備等導入計画に係る固定資産税特例」等を適用するに当たっては、手続きを

簡素化するとともに、事業年度末（賦課期日）が迫った申請や認定について弾力的に対処することを求める。なお、
「カーボンニュートラル投資促進税制」は、令和８年３月末日が適用期限となっていることから適用期限を延長す
ること。 

　（５）　償却資産に対する課税の見直し
　　　　�固定資産税における償却資産に対する課税は、企業の設備投資意欲を阻害する要因ともなっていることから、諸

外国の適用状況等を踏まえ、廃止を含めて抜本的に見直すこと。 
　（６）　中小企業の事務負担軽減 
　　　　�インボイス制度の導入や電子帳簿保存法の改正による電子データ保存の 義務化対応に加え、定額減税や所得税の

改正により、源泉徴収事務や年末調整事務が毎年見直されるなど、事業者の事務負担、納税協力コストは年々増
加している。人手不足が深刻化する中において、こうした事務負担の増大はとくに経営基盤が決して強固ではな
い中小企業にとって、重い負担となっていることを政府は強く認識する必要がある。  

２．事業承継税制の拡充
　（１）　���事業用資産を一般資産と切り離した本格的な事業承継税制の創設 
　　　　事業継続に資する相続については、事業従事を条件として他の一般資産とは切り離し、非上場株式を含めて事業
　　　　用資産への課税を軽減あるいは免除する制度の創設を求める。 
　（２）　�取引相場のない株式の評価の見直し 
　　　　この度、会計検査院は国税庁に対し、相続等により取得した取引相場のない株式等の評価制度のあり方について、
　　　　検討を求める所見を示した。その評価制度を見直すにあたっては、取引相場のない株式は上場株式と異なり、換
　　　　金性に乏しい点なども総合的に考慮する必要がある。　
　（３）　相続税、贈与税の納税猶予制度の充実 
　　　　特例承継計画の提出期限（令和８年３月末日）と特例制度の適用期限（令和９年１２月末日）が近付いているこ
　　　　とから、期限の延長を求める。なお、期限が延長されないのであれば、これまでの一般措置は使い勝手が悪く適
　　　　用件数が低調であることを踏まえ、一般措置の適用要件（対象株数、納税猶予割合、雇用確保要件等）を大幅に
　　　　緩和すること。 
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３．消費税への対応
　（１）　���課税事業者が免税事業者と取引を行う際、取引価格の引き下げや取引の停止などの不利益を与えないよう、実効

性の高い対策を講じるべきである。
　（２）　�免税事業者等からの課税仕入れに係る経過措置について、小規模事業者等が取引から排除されないよう、８０％

控除できる期間を当面の間、延長すること。 
　（３）　小規模事業者に対する納税額に係る負担軽減措置（２割特例）について、小規模事業者等における消費税事務が
　　　　定着するまで当面の間、延長すること。 
　（４）　消費税の滞納防止は税率の引き上げやインボイス制度の導入に伴ってより重要な課題となっている。消費税の制
　　　　度、執行面において、さらなる対策を講じる必要がある。
　

Ⅳ．自然災害への対応 
　�・�東日本大震災からの復興については、これまでの効果を十分に検証し、予算の執行を効率化するとともに、原発事故

への対応を含めて引き続き適切な支援を行う必要がある。また、最近では能登半島地震をはじめ、大きな地震や台風
などの大規模な自然災害が相次いで発生している。東日本大震災の対応などを踏まえ、被災者の立場に立った適切な
支援と実効性のある措置を講じ、被災地の確実な復旧・復興等に向けて取り組まなければならない。

　�・�政府と自治体は自然災害等の緊急事態に備える企業の危機管理として、ＢＣＰ（事業継続計画）の策定をさらに促すため、
税財政を通じた支援を強化する必要がある。

Ⅴ．その他
１．納税環境の整備
２．環境問題への対応
３．租税教育の充実
　�

《税目別の具体的課題》
１．法人税関係
　（１）　���役員給与の損金算入の拡充
　　　　①役員給与は損金算入とすべき
　　　　②同族会社も業績連動給与の損金算入を認めるべき
　（２）　���中小企業向け賃上げ促進税制の適用要件緩和 
　（３）　���中小企業の欠損金繰戻還付制度の見直し
２．所得税関係
　（１）　基幹税としての所得再分配機能の回復　　       
　（２）　各種控除制度の見直し
　（３）　個人住民税の均等割
３．相続税・贈与税関係
　（１）　�相続税の基礎控除の見直し
　（２）　贈与税の基礎控除の引き上げ　
４．地方税関係
　（１）　���固定資産税の抜本的見直し
　（２）　事業所税の廃止
　（３）　超過課税
　（４）　法定外目的税　　　　
５．その他
　（１）　印紙税の廃止
　（２）　配当に対する二重課税の見直し
　（３）　電子申告の促進
　（４）　森林環境税の検証　
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和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
お

互
い
の
共
通
理
解
を
深
め
る
出
会

い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

館
山
税
務
懇
話
会
（
本
間
亨
会

長
）
主
催
に
よ
る
恒
例
の
館
山
税

務
署
７
月
人
事
異
動
に
伴
う
歓
迎

会
が
８
月
２７
日
夕
日
海
岸
昇
鶴
で

開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
顧
問
の
県
・
各
市
町
の

幹
部
を
は
じ
め
、
懇
話
会
役
員
の

約
７０
名
が
出
席
し
、
納
税
推
進
へ

の
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
場
と

な
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し
て
本

間
会
長
が
、
税
務
署
新
体
制
へ
の

期
待
と
歓
迎
の
こ
と
ば
。

「
当
会
は
、
納
税
思
想
の
高
揚

館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動

館
山
税
務
署
７
月
人
事
異
動

長
峰
署
長
ら
新
幹
部
を
迎
え
て

　
　
　
納
税
推
進
へ
館
山
税
務
懇
話
会
が
歓
迎
会

館山税務懇話会
＝納税協力 10団体＝

公益社団法人
館山法人会 本 間　　 亨

一般社団法人
館山青色申告会 小 芝　 幸 一

千葉県税理士会
館山支部 早 野　 喜 良

館 山 間 税 会 小 林　 康 男

館山税務署管内
納税貯蓄組合連合会 刈 込　 浩 一

千葉県酒造組合
安房支部 亀 田　 雄 司

館 山 商 工 会 議 所 安 田　 信 之

安房郡市
商工会長協議会 大 川　 浩 司

館山小売酒販組合 今 井　 義 明

千葉県卸酒販組合
安房支部 川 名　 光 俊

を
図
る
た
め
関
係
機
関
と
協
調
し

て
、
税
法
等
の
普
及
や
e
-Ta
x

な
ど
普
及
拡
大
等
広
報
や
「
税
を

考
え
る
週
間
」
行
事
の
納
税
表
彰

式
へ
の
参
加
等
、
成
果
を
あ
げ
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
内
需

は
拡
大
し
て
い
る
が
円
安
の
影
響

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か

ら
こ
そ
企
業
自
ら
研
鑽
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
本
日
は
、
会
員
が
一

同
に
会
し
た
良
い
機
会
で
あ
り

ま
す
の
で
、
限
ら
れ
た
時
間
で
す

が
、
行
政
機
関
の
ご
指
導
の
下
、

こ
の
地
域
が
明
る
く
元
気
に
な
る

よ
う
な
話
し
合
い
の
場
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
長
峰
新
署
長
が
「
今
回

の
人
事
異
動
で
多
く
職
員
の
動
き

が
あ
り
、
職
員
数
も
減
少
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
管
内
を
拝
見
し

た
が
、
海
や
山
の
自
然
が
豊
か
で

花
火
大
会
や
八
幡
の
祭
礼
な
ど
伝

統
行
事
が
多
い
と
聞
い
て
お
り
、

積
極
的
に
参
加
し
た
い
。
館
山

税
務
懇
話
会
の
皆
様
方
に
は
、
税

務
行
政
の
よ
き
理
解
者
と
し
て

e
-Ta
x
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
利
用
拡
大

な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
着
任
の
あ
い
さ
つ
。
次
い
で
新

陣
営
の
税
務
署
幹
部
の
自
己
紹
介

が
あ
り
、
森
正
一
館
山
市
長
の
乾

杯
で
懇
親
会
に
な
り
ま
し
た
。

会長挨拶

竹
川
署
長
は
国
税
局
課
税
第
二
部
消
費
税
課
長
へ
栄
転

　

後
任
長
峰
英
樹
署
長
は
国
税
局
総
務
部
営
繕
管
理
官
か
ら
着
任

館
山
税
務
署
で
７
月
１０
日
付
の
人
事
異
動
が
あ
り
，
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
竹
川
洋
樹
署
長
は
国
税

局
課
税
第
二
部
消
費
税
課
長
と
し
て
栄
転
い
た
し
ま
し
た
。

各
部
会
や
支
部
ゼ
ミ
な
ど
で
の
署
長
卓
話
は
、
国
税
局
な
ど
で
、
国
の
財
政
を
支
え
る
組
織
と
な
る
た

め
に
法
定
調
書
な
ど
を
有
効
活
用
し
、
正
し
く
申
告
・
納
税
が
行
え
る
よ
う
、「
資
料
情
報
の
概
要
・
こ

れ
か
ら
の
確
定
申
告
に
向
け
て
」
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
な
ど
好
評
で
し
た
。
ご
指
導
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

後
任
に
は
、
国
税
局
総
務
部
営
繕
管
理
官
か
ら
、
長
峰
英
樹
署
長
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

河
内
博
和
統
括
官
は
江
東
西
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
官
と
し
て
栄
転
し
ま
し
た
。

後
任
に
は
、
新
宿
税
務
署
特
別
調
査
情
報
官
か
ら
奥
上
尚
知
統
括
官
が
着
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

税務署幹部の紹介

7



　
税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
）
の
主
要
行
事
で

あ
る
「
令
和
7
年
度
納
税
表
彰
式
」
が
11
月
13
日
に
県
・
市
・
税
理
士
会

ほ
か
来
賓
を
迎
え
、
館
山
税
務
署
、
館
山
法
人
会
、
館
山
青
色
申
告
会
、

館
山
間
税
会
、館
山
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、県
酒
造
組
合
、

県
卸
酒
販
組
合
、
館
山
小
売
酒
販
組
合
、
安
房
地
域
租
税
教
育
推
進
協
議

会
の
九
団
体
共
催
に
よ
り
、
館
山
市
夕
日
海
岸
昇
鶴
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
館
山
税
務
署
長
か
ら
長
年
に
わ
た
る
納
税
功
労
が
評
価

さ
れ
、
個
人
10
名
と
１
団
体
に
表
彰
状
及
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
納
税
功
労
に
よ
る
東
京
国
税
局
長
表
彰
１
名
の
披
露
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
租
税
教
育
関
連
の
表
彰
と
し
て
「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書

写
作
品
」
や
本
会
が
支
援
し
て
い
る
館
山
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
主
催
の
「
中
学
生
に
よ
る
税
の
作
文
」
に
つ
い
て
、
優
秀
者
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
最
後
に
中
学
生
に
よ
る
税
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

文
の
優
秀
作
品
の
朗
読
が
行
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

終
了
後
、
相
互
理
解
を
深
め
る
懇
親
会
を
行
い
散
会
し
ま
し
た
。

　　  

税
を
考
え
る
週
間
行
事

税
を
考
え
る
週
間
行
事

　　
令
和
七
年
度
納
税
表
彰
式

令
和
七
年
度
納
税
表
彰
式

　
納
税
功
労
で
個
人

　
納
税
功
労
で
個
人
1010
名
、
１
団
体
が
受
賞

名
、
１
団
体
が
受
賞

　
租
税
教
育
の
一
環

　
租
税
教
育
の
一
環

　
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
写
作
品
展

　
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書
写
作
品
展

　
管
内

　
管
内
2424
校
１
、

校
１
、４
２
３

４
２
３
人
が
応
募

人
が
応
募

　
優
秀
作
品
は
館
山
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

　
優
秀
作
品
は
館
山
駅
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

　
イ
オ
ン
鴨
川
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
館
山
に
展
示

　
イ
オ
ン
鴨
川
・
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
館
山
に
展
示

　
中
学
生
の
〝

　
中
学
生
の
〝  

税
に
つ
い
て
の
作
文

税
に
つ
い
て
の
作
文  

〟〟    

、、

　
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

　
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文

私
は
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
に
あ

る
「
奇
跡
の
一
本
松
」
を
訪
れ
ま
し

た
。
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
町
全
体
が
大
津
波
に
の
み
込

ま
れ
、
多
く
の
命
や
生
活
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
七
万
本
あ
っ

た
松
林
の
う
ち
、
た
っ
た
一
本
だ
け

が
倒
れ
ず
に
残
っ
た
の
が
「
奇
跡
の

一
本
松
」
で
す
。
そ
の
姿
は
多
く
の

人
々
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
続
け
て

い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
や
写
真
で
見
て

も
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
が
、
実
際
に

現
地
に
立
つ
と
、
そ
の
存
在
感
は
言

葉
で
は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
私
が
訪

れ
た
と
き
周
り
に
は
観
光
客
や
学
生

た
ち
も
お
り
、
皆
が
静
か
に
松
を
見

上
げ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
木
が
震
災

を
生
き
抜
い
た
象
徴
で
あ
る
こ
と

を
、
誰
も
が
心
で
理
解
し
て
い
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
災
後
に
松
は
塩
害
で

枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
普
通
な
ら

そ
の
ま
ま
朽
ち
果
て
、
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
は
ず
で
す
。
け
れ
ど
も
、

現
在
も
私
た
ち
が
一
本
松
を
見
ら
れ

る
の
は
、
徹
底
し
た
保
存
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
防
腐
処
理

や
補
強
の
工
事
、
専
門
家
に
よ
る
定

期
点
検
や
維
持
管
理
に
は
、
多
く
の

費
用
が
必
要
で
す
。
そ
の
費
用
の
大

部
分
を
支
え
て
い
る
の
が
、
ま
さ
に

私
た
ち
の
納
め
る
税
金
な
の
で
す
。

も
し
税
金
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
象
徴

的
な
存
在
を
未
来
に
残
す
こ
と
は
不

可
能
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

私
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。税
金
と
聞
く
と
、学
校
や
病
院
、

道
路
の
整
備
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
使

わ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。
奇
跡
の
一
本
松
の
保
存
も
ま

た
、
税
金
が
果
た
し
て
い
る
重
要
な

役
割
の
一
つ
で
す
。
単
な
る
木
で
は

な
く
、
人
々
の
心
を
支
え
る
「
奇
跡

の
灯
」
で
す
。
そ
の
灯
を
絶
や
さ
な

い
た
め
に
、
税
金
が
静
か
に
力
を
発

揮
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
保
存
活
動
は
、
単

に
一
本
の
木
を
守
る
こ
と
に
と
ど
ま

り
ま
せ
ん
。
震
災
の
悲
し
み
や
教
訓

を
次
の
世
代
に
伝
え
る
と
い
う
、
社

会
全
体
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
大
切
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。
も
し
も
税
金
が
な

け
れ
ば
、
私
た
ち
は
震
災
の
出
来
事

を
学
ぶ
貴
重
な
場
を
失
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
税
金
が
あ
る
か

ら
こ
そ
、
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
の

子
ど
も
た
ち
も
一
本
松
を
見
て
、
命

の
尊
さ
、
防
災
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

私
は
、
奇
跡
の
一
本
松
の
前
に
立

ち
な
が
ら
、「
税
金
は
こ
ん
な
に
も

尊
い
働
き
を
し
て
い
る
の
か
」
と
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
税
金

は
単
な
る
お
金
で
は
な
く
、
過
去
の

出
来
事
を
未
来
に
つ
な
ぐ
人
々
の
心

を
守
る
力
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。将

来
、
私
も
税
金
を
納
め
る
立
場

に
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
義
務

と
し
て
で
は
な
く
、「
自
分
の
税
金

が
誰
か
の
希
望
や
命
を
支
え
て
い

る
」
と
い
う
誇
り
を
も
ち
、
社
会
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

鴨
川
市
立
安
房
東
中
学
校　

第
三
学
年　

佐
藤　

由
彩

『
税
金
が
守
る
命
と
記
憶
』

東
京
国
税
局
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会　

優
秀
賞

おめでとうございますおめでとうございます
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南房総市立富浦小学校1年

小倉　乙晴
館山市立館山小学校2年

阿部　陽斗
南房総市立三芳小学校3年

神作　英希
鋸南町立鋸南小学校4年

大胡　美翔
南房総市立三芳小学校5年

澤　佑陽
南房総市立千倉小学校6年

鈴木　かほ

館山税務署長表彰

（税務功労）
金　井　澄　男
（一般社団法人館山青色申告会　理事）

鈴　木　辰　也
（公益社団法人館山法人会　常任理事）
鈴　木　弘　明　
（公益社団法人館山法人会　監事）
高　梨　　潔
（公益社団法人館山法人会　常任理事）

館山税務署長感謝状

（税務功労）
石　井　義　雄　
（一般社団法人館山青色申告会　理事）

佐　藤　広　之　
（公益社団法人館山法人会　常任理事）
庄　司　　正
（一般社団法人館山青色申告会　理事）
杉　田　恒　雄
（一般社団法人館山青色申告会　常任理事）

永　井　　洋
（一般社団法人館山青色申告会　常任理事）
安　田　憲　史
（公益社団法人館山法人会　常任理事）

（租税教育推進校）
南房総市立嶺南中学校

　　　　　 ーご披露ー
東京国税局長表彰

（税務功労）
吉　川　　進　
（一般社団法人館山青色申告会　副会長）

小学生の「税に関する書写作品」表彰

主催：館山税務署
後援：公益社団法人館山法人会
　　　一般社団法人館山青色申告会

【最優秀賞】
小倉　乙晴　南房総市立富浦小学校（1年）
阿部　陽斗　館山市立館山小学校（2年）
神作　英希　南房総市立三芳小学校（3年）
大胡　美翔　鋸南町立鋸南小学校（4年）
澤　　佑陽　南房総市立三芳小学校（5年）
鈴木　かほ　南房総市立千倉小学校（6年）

中学生の「税についての作文」表彰
主催　全国納税貯蓄組合連合会
             館山税務署管内納税貯蓄組合連合会
             国税庁

【東京国税局管内納税貯蓄組合連合会　優秀賞】
佐藤　由彩　鴨川市立安房東中学校（３年）
鈴木　さな　南房総市立南房総中学校（３年）

【館山税務署管内
　　納税貯蓄組合連合会　会長賞】
加藤　明衣　南房総市立南房総中学校（３年）
鈴木　真依　鴨川市立長狭中学校（3年）

【館山税務署長賞】
山﨑　綾香　南房総市立南房総中学校（３年）
松本　　葵　鴨川市立鴨川中学校 （3年）

【千葉県館山県税事務所長賞】
鈴木　愛央　館山市立第一中学校（３年）

【市町長賞】
　館山市長賞
赤尾　祐亜　館山市立房南中学校（３年）
鈴木　真翔　館山市立第一中学校（３年）
田中　直矢　館山市立第一中学校（３年）

　鴨川市長賞
影山　耀大　鴨川市立安房東中学校（3年）
佐伯心千花　鴨川市立鴨川中学校（３年）
砂田　唯花　鴨川市立長狭中学校（３年）

　南房総市長賞
上本　武志　南房総市立南房総中学校（3年）
醍醐　　輝　南房総市立富山中学校（３年）
本明　天陽　南房総市立富山中学校（３年）

　鋸南町長賞
川名　俊輔　鋸南町立鋸南中学校（3年）

【一般社団法人 館山青色申告会　会長賞】
鈴木　陽菜　南房総市立南房総中学校（３年）

【公益社団法人  館山法人会　会長賞】
須田　朱那　鴨川市立鴨川中学校（３年）

* * * * * * * * * * * * * * * * 受 賞 者 名 簿 * * * * * * * * * * * * * * * *

【 最 優 秀 賞 】

署長表彰受賞者
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自
身
の
若
い
頃
の
経
験
か
ら
国
税

調
査
官
と
し
て
の
知
識
習
得
の
た

め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
具
体
例
を
交
え

解
説
し
、
こ
れ
か
ら
の
国
税
調
査

へ
の
理
解
と
協
力
な
ど
を
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
会
に
続
い
て
、
法
人
会
と

提
携
し
て
い
る
保
険
各
社
に
よ
る

各
種
保
険
の
内
容
説
明
、
事
務
局

か
ら
会
員
増
強
の
お
願
い
等
の
連

絡
事
項
の
あ
と
、
税
務
署
幹
部
を

囲
ん
で
和
気
あ
い
あ
い
の
意
見
交

換
を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。
講
師

の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
各
支
部
の
役
員
・
会
員

の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

秋
の
恒
例
行
事
「
支
部
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
が
館
山
税
務
署
の
協
力

を
得
て
、
20
支
部
が
4
会
場
で
開

か
れ
、
延
べ
1
7
2
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

担
当
地
区
支
部
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
長
峰
英
樹
署
長
が
、

e
-Tax
や
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の

利
用
促
進
を
お
願
い
し
な
が
ら
の

挨
拶
。
そ
し
て
研
修
会
へ
、
初
め

は
長
峰
英
樹
署
長
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
の
ス
ス
メ
～
「
お

札
の
お
話
」
と
と
も
に
～
。

東
京
国
税
局
な
ど
で
、
主
に
徴

収
・
滞
納
処
分
や
総
務
部
の
経
験

か
ら
、
国
税
当
局
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
か
ら
税
務
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
り
納
税
者

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
が
進
ん

で
い
な
い
館
山
税
務
署
管
内
で
の

利
用
率
向
上
の
お
願
い
。
そ
し
て

昨
年
の
７
月
か
ら
発
行
さ
れ
た
新

し
い
お
札
の
話
を
交
え
、
こ
れ
か

ら
の
税
務
行
政
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
清
水
龍
生
上
席
調
査
官
と

土
屋
旭
事
務
官
が
令
和
７
年
度
の

年
末
調
整
に
つ
い
て
説
明
。
改
正

点
を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら
行
う
年

末
調
整
の
記
載
方
法
な
ど
具
体
的

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
奥
上
尚
知
統
括
官
が

「
調
査
官
の
育
て
方
」
を
説
明
。

20支部4会場で172名が参加

●
10
月
31
日
（
金
）

　
白
浜
・
千
倉
・
丸
山
・
和
田
支
部

　
　

魚
拓
荘　

鈴
木
屋

　
　

支
部
長　

飯
田　

彰
一

　
　
　
　
　
　

小
沢　

正
順

　
　
　
　
　
　

栗
原　

保
博

　
　
　
　
　
　

庄
司　

義
則

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

34
名

●
11
月
10
日
（
月
）

　

�

富
山
・
勝
山
・
保
田
支
部
部

　
　
鋸
南
町
商
工
会
館

　
　

支
部
長　

若
林　

康
弘

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

辰
也

　
　
　
　
　
　

村
井　

智
博

参
加
者　

34
名

●
11
月
20
日
（
木
）

　
江
見
・
鴨
川
南
・
鴨
川
中
央
・

　
鴨
川
北
・
長
狭
・
天
津
小
湊
支
部

　
　鴨

川
ユ
ニ
バ
ー
ス
ホ
テ
ル

　
　

支
部
長　

川
名　

和
好

　
　
　
　
　
　

本
多　

一
統

　
　
　
　
　
　

小
原　

將
弘

　
　
　
　
　
　

篠
㟢　

忠
昭

　
　
　
　
　
　

落
合　

薫

　
　
　
　
　
　

齋
藤　

守
彦

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

49
名

●
11
月
21
日
（
金
）

　

�

北
条
第
１
・
第
２
・
第
３
・

　

長
須
賀
・
館
山
・
那
古
船
形
三
芳
・

　

富
浦
支
部

　
　

夕
日
海
岸
昇
鶴　
　

　
　

支
部
長　

望
月　

昇

　
　
　
　
　
　

日
暮　

靖

　
　
　
　
　
　

小
林　

稔

　
　
　
　
　
　

本
橋　

亮
一

　
　
　
　
　
　

池
田　

康
弘

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

誠
一

　
　
　
　
　
　

高
梨　

潔

　

参
加
者　

55
名

支部ゼミナール
会議次第

１　開　会
２　支部長あいさつ
３　長峰英樹税務署長あいさつ
４　税務署職員の紹介
５　研修会
　　講師
　　　長峰英樹税務署長
　　　奥上尚知法人課税部門統括官
　　　清水龍生法人課税部門上席調査官
　　　土屋旭法人課税部門事務官
６　法人会の福利厚生事業
　　について
７　事務局からの連絡事項
８　閉　会
終了後　税務署幹部を交えて
意見交換会　

北条第１・第２・第３、
長須賀、館山、那古船形三芳、富浦支部合同ゼミ

（小林稔北条第３支部長あいさつ）

白浜・千倉・丸山・和田支部合同ゼミ
　栗原保博丸山支部長あいさつ

鴨川６支部合同ゼミ
川名和好江見支部長あいさつ

秋
の
支
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
動
き

署
長
卓
話 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
ス
ス
メ

　
　
　
　

  
～「
お
札
の
話
」と
と
も
に
～

税
務
研
修 
令
和
７
年
度
の
年
末
調
整
に
つ
い
て

　
　

 　

 

調
査
官
の
育
て
方

法
人
会
の
福
利
厚
生
制
度

富山・勝山・保田支部合同ゼミ
鈴木辰也勝山支部長あいさつ
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◎
第
3
回
理
事
会

　
９
月
５
日
（
金
）

　
鴨
川
ユ
ニ
バ
ー
ス
ホ
テ
ル

・
令
和
7
年
度
事
業
の
執
行
状
況
に
つ
い
て

・�

令
和
7
年
度
会
員
増
強
運
動
の
実
施
に
つ

い
て

・
支
部
ゼ
ミ
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
出
席
者　
　
33
名

◎
法
人
会
福
利
厚
生
制
度
推
進
連
絡
協
議
会

理 

事 

会 
等

第３回理事会　９月５日

　

９
月
5
日
開
催
の
理
事
会
開
会
前
、
法
人

会
と
提
携
し
て
い
る
保
険
会
社
３
社
（
大
同

　
・
例
会
に
つ
い
て

　
・
税
金
ク
イ
ズ
に
つ
い
て

　
・
会
員
増
強
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
席
者　
　

6
名

◎
部
会
例
会

　
11
月
７
日
（
金
）

　

�

法
青
会
館

　
・�

今
後
の
行
事
に
つ
い
て

　
・
会
員
増
強
に
つ
い
て

　
・
税
務
研
修
会

　
・
記
念
講
演

　
　

令
和
７
年
度
の
年
末
調
整
に
つ
い
て
他

　
　

講
師　

奥
上
法
人
課
税
部
門
統
括
官　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

� 


参
加
者　
　
16
名

◎
全
法
連
「
全
国
青
年
の
集
い
」

　
山
梨
大
会

　

11
月
20
日
（
木
）・
21
日
（
金
）

　

�

Y
C
C
県
民
文
化
ホ
ー
ル
、

　
甲
府
記
念
日
ホ
テ
ル
、
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

　
・�

租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・

健
康
経
営
大
賞

　
・
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト

　
・
会
員
交
流
分
科
会

　
・
記
念
講
演

　
　
「
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
チ
ア
（
地
方
ク
ラ
ブ
）
の

　
　

挑
戦
」
～
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
枠
を
超
え

　
　
た
存
在
と
役
割
～

　
　

講
師　
（
株
）
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
山
梨

　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

佐
久
間
悟
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

� 

参
加
者　
　
7
名

◎
税
金
ク
イ
ズ
の
実
施

　

11
月
16
日
（
日
）

　

南
房
総
市
産
業
ま
つ
り
会
場
（
千
倉
町
）

　
　
　
　
　

ク
イ
ズ
参
加
者
約
２
０
０
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

参
加
者　

8
名

◎�

会
員
増
強
を
図
る
た
め
管
内
各
金
融
機
関

を
訪
問
し
、
協
力
を
依
頼

　
９
月
12
日
（
金
）

・�

千
葉
銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉
銀
行
、

館
山
信
用
金
庫　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
出
席
者　
　
3
名

組
織
委
員
会

第２回広報委員会　１１月１４日

◎
役
員
会

　
9
月
9
日
（
火
）

　
法
青
会
館

　
・「
全
国
青
年
の
集
い
」（
山
梨
大
会
）
に

　
　
つ
い
て

青
年
部
会

　
「
令
和
８
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」

の
地
元
国
会
議
員
及
び
地
方
自
治
体
に
対
す

る
要
望
活
動

　
11
月
19
日
（
水
）

要
望
先

　
国
会
議
員　
浜
田
靖
一
氏

　
館
山
市
長　
森　
正
一
氏

　
館
山
市
議
会
議
長　
鈴
木
正
一
氏

　
（
要
望
先
は
全
法
連
の
指
示
に
よ
る
）

参
加
者　
　
２
名

会
報
編
集
会
議

◎
第
２
回
広
報
委
員
会

　
11
月
14
日
（
金
）

　
法
青
会
館
に
て

・
会
報
１
3
１
号
編
集
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

出
席
者　
　
８
名

税
制
委
員
会

広
報
委
員
会

生
命
保
険
・
A
I
G
損
害
保
険
・
ア
フ
ラ
ッ

ク
生
命
保
険
）
と
各
種
保
険
の
内
容
や
加
入

状
況
の
説
明
な
ど
、
福
利
厚
生
事
業
の
推
進

に
つ
い
て
協
議

�

出
席
者　
　
39
名
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◎
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
北
海
道
大
会

　
9
月
18
日
（
木
）

　
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　

記
念
講
演「
ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

　
ス
」～
北
海
道
に
お
け
る
人
づ
く
り
・
モ
ノ

　
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
～

　

講
師　

伊
藤　

亜
由
美
氏　
（
株
）
ク
リ

　

エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
イ
ス
キ
ュ
ー
代
表　
　

　
取
締
役

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者　
　
３
名

◎
役
員
会
（
幹
事
以
上
）

　
11
月
5
日
（
水
）

・
今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

・
会
員
増
強
に
つ
い
て

・
税
務
研
修
会

　
令
和
７
年
度
の
年
末
調
整
に
つ
い
て
他

　
講
師　
奥
上
法
人
課
税
部
門
統
括
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者　
　
28
名

女
性
部
会

源
泉
研
究
部
会

◎
第
２
回
税
務
研
修
会

　
10
月
28
日
（
火
）

　
法
青
会
館
に
て

・
年
末
調
整
・
法
定
調
書
に
つ
い
て

　
　
講
師　
奥
上
法
人
課
税
部
門
統
括
官

　
　
　
　
　
加
藤
資
産
課
税
部
門
統
括
官

　
　
　
　
　

土
屋
法
人
課
税
部
門
事
務
官　

　
　
　
　
　
　
　
　

�

出
席
者　
　
16
名

源泉研究部会　１０月２８日 女性部会役員会　１１月５日

青年部会税金クイズ　１１月１６日
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爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
な
か
、
第
１９
回
法
人

会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
大
会
が
札

幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
約
1,
6
0
0
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
出
身
で

俳
優
大
泉
洋
さ
ん
の
所
属
事
務
所
の
代
表
取

締
役
伊
藤
亜
由
美
氏
の
記
念
講
演
、
式
典
、

懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
す
ば
ら
し
い
講
演
や
他
県
の
女
性
部
会
員
と

の
親
睦
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

�

女
性
部
会
長　
鈴
木
利
恵式典　全法連女連協　村上会長挨拶

1. 開催概要
令和 7 年 11 月 20 日（木）・21日（金）の 2 日間、富士山、

八ヶ岳、南アルプスに囲まれた山梨県において、第 39 回 
法人会全国青年の集い 山梨大会が「人は石垣人は城～光
り輝く未来のために～」をスローガンに開催されました。

法人会青年部会は、租税教育の推進と健康経営の推進
を活動の柱としており、本大会の目的は、これらの活動を
さらに深め、地域社会への貢献を強固にすることにありまし
た。昨年度の福井大会（第 38 回）と同様に、多大な学び
と人とのつながりを得る貴重な機会となりました。
2. 部会長としての主要な活動と学び

部会長として、初日は部会長ウェルカムパーティーと、2
日目は部会長サミットに参加いたしました。

ウェルカムパーティーは甲府記念日ホテルにて開催され、
全国から集まる青年部会長約 480 名が、山梨の味覚を堪能
しながらコミュニケーションを図り、相互の親睦を深めまし
た。この交流の時間は、新たなネットワークを築く基盤とな
りました。

翌日の部会長サミットでは、「租税教育活動と法人会版健
康経営プロジェクトの推進」をテーマに、約 480 名の参加
者による円卓会議が行われました。青年部会活動の「両輪」
であるこれらの活動に取り組む背景を確認するとともに、各
部会が取り組んでいる活動事例を共有し、会全体の活性化
に繋がるよう積極的な活動を展開するための共通理解を深
めました。
3. 大会でのハイライト

大会を通じて、青年部会活動の柱に関する具体的な学び
を深めることができました。初日には租税教育活動プレゼン
テーションおよび健康経営大賞の結果発表・表彰が行われ、
健康づくりに向けた地域貢献の成功事例から多くの知見を
得ることができ、今後の活動への意欲を新たにしました。

また、2 日目午前に開催された会員交流分科会では、「租
税教育活動のさらなる推進～すべての小学校での開催に向
けて～」がテーマとされ、全国の好事例と課題が共有され
ました。

記念講演会では、約 1,800 名が参加する中、株式会社ヴァ
ンフォーレ山梨スポーツクラブ代表取締役社長の佐久間 悟
氏が登壇され、「プロヴィンチア（地方クラブ）の挑戦」をテー
マに講演されました。佐久間氏は、スポーツを通じた地域
連携や健康経営の最前線を語られ、クラブが「地域の健康
プラットフォーム」として果たしてきた役割について、経営者・
組織リーダーにとって実践的なヒントを提供しました。これ
は、昨年の福井大会での記念講演（笠井信輔氏）と同様に、
参加者に勇気を与え、活動への取り組みについて考えを深
める機会となりました。

大会の締めくくりである大懇親会には約 1,800 名が参加
し、山梨県笛吹市出身のミュージシャン藤巻亮太氏（レミオ
ロメン）によるアトラクションなど、山梨の食や文化を通じ
て会員相互の親睦を深め、絆をさらに深める場となりました。
4. 結び

山梨大会宣言にも示されている通り、戦国武将・武田信
玄の言葉「人は石垣、人は城」にあるように、人との絆こ
そが最大の力であるという精神を再認識しました。

今回の山梨大会で得た貴重な経験と、全国の仲間との絆
を活かし、当地域の租税教育活動および健康経営を積極的
に推進し、次代を担う子どもたちのため、そして日本社会
の発展のために、力強く活動を展開していく所存です。

第39回 法人会全国青年の集い 
山梨大会 参加報告書

部会長：小川伸二

法
人
会

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

北
海
道
大
会
へ
参
加
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「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
方
は
多
い
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り

「
お
酒
は
薬
よ
り
も
健
康
に
良
い
」
と
い
う

意
味
で
す
。
こ
の
表
現
の
由
来
は
『
漢
書
・

食
貨
志
下
』
に
あ
り
、「
塩
は
食
事
の
要
、
酒

は
百
薬
の
長
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、

『
徒
然
草
』
で
は
「
百
薬
の
長
と
は
い
へ
ど
、

万
の
病
は
酒
よ
り
こ
そ
起
れ
」
と
、
皮
肉
を

交
え
て
そ
の
危
う
さ
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

昔
か
ら
お
酒
に
は
、
功
罪
両
面
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

た
ば
こ
と
比
べ
る
と
、「
少
量
な
ら
健
康
に

よ
い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
厚
生
労
働
省

が
新
た
に
「
健
康
に
配
慮
し
た
飲
酒
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
実

は
こ
れ
ま
で
、
日
本
に
は
「
健
康
な
人
」
を

対
象
と
し
た
明
確
な
飲
酒
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

な
か
っ
た
の
で
す
。
今
回
は
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
も
と
に
、
お
酒
と
の
上
手
な
付
き
合

い
方
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
対
象
を
２０
歳
以
上
の

健
康
な
成
人
と
し
、
飲
酒
が
体
に
及
ぼ
す
影

響
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
は
個
人
差
が
大

き
く
、
そ
の
人
の
体
調
や
年
齢
、
性
別
、
体

質
な
ど
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
分
解
を
担
う
酵
素
の
活
性
が
人
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
、
そ
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
が
全
身
の

臓
器
に
作
用
す
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
す
。

高
齢
者
で
は
転
倒
や
認
知
機
能
へ
の
影
響
が

問
題
に
な
り
、
若
年
者
で
は
脳
の
発
達
に
悪

影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
女
性

は
一
般
的
に
男
性
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
を

受
け
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

飲
酒
の
リ
ス
ク
に
は
、
疾
病
の
発
症
と
行

動
面
の
問
題
の
両
方
が
あ
り
ま
す
。
前
者
で

は
生
活
習
慣
病
、
肝
疾
患
、
が
ん
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
後
者
で

は
、
転
倒
や
事
故
な
ど
が
代
表
的
で
す
。
飲

酒
時
は
も
ち
ろ
ん
、翌
日
に
影
響
が
残
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
「
飲
酒

量 

× 

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度 

×
０
．
８
」
で
計

算
さ
れ
ま
す
が
、
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど

リ
ス
ク
は
低
く
な
り
、
同
じ
量
で
も
個
人
差

が
あ
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

健
康
的
に
お
酒
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
い

く
つ
か
の
工
夫
が
有
効
で
す
。
自
分
の
飲
酒

量
を
把
握
し
、
あ
ら
か
じ
め
飲
む
量
を
決
め

て
お
く
こ
と
。
飲
酒
前
や
飲
酒
中
に
は
食
事

知
り
た
い
、現
代
の
お
酒
と
の

�

付
き
合
い
方

一
般
社
団
法
人　

Ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ

[

筆
者
紹
介]

一般
社
団
法
人
Ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ　

誰
に
と
っ

て
も
わ
か
り
や
す
い「
正
し
い
医
療
情
報
」
を

届
け
た
い
と
い
う
思
い
で
設
立
。
医
師
主
導
で

「
科
学
的
根
拠
の
あ
る
医
療
情
報
」
を
届
け

る
ニュー
ス
サ
イ
ト
「
Ｌ
ｕ
ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
（
ル
メ

ディ
ア
）」
を
運
営
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
疾
患
で
も
「
積
極
的
に
飲
酒
を

勧
め
る
」
立
場
で
は
な
く
、「
で
き
る
だ
け
控

え
る
」
方
向
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
喫
煙
が
時
代
と
と
も
に
社
会
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
に
、
飲
酒

に
つ
い
て
も
「
節
度
あ
る
嗜
（
た
し
な
）
み
」

が
こ
れ
か
ら
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

〈
ま
と
め
〉

・お
酒
は「
百
薬
の
長
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、飲

み
過
ぎ
れ
ば
健
康
を
害
し
、適
量
は
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

・
厚
生
労
働
省
の
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は「
で

き
る
だ
け
控
え
る
」こ
と
が
基
本
で
、少
な
い

ほ
ど
リ
ス
ク
は
低
く
な
り
ま
す
。

・糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
持
病
が
あ
る
場
合

は
特
に
注
意
が
必
要
で
、「
嗜
む
程
度
」が
健
康

と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
で
す
。

※
本
記
事
に
つ
い
て
、開
示
す
べ
き
利
益
相
反

は
あ
り
ま
せ
ん
。

を
取
り
、
水
を
間
に
挟
む
こ
と
。
そ
し
て
週

に
数
日
は
休
肝
日
を
設
け
る
こ
と
。
も
ち
ろ

ん
、
未
成
年
の
飲
酒
や
飲
酒
運
転
は
厳
禁
で

す
し
、
妊
娠
中
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
受
け
付
け

な
い
体
質
の
方
は
控
え
る
べ
き
で
す
。
避
け
る

べ
き
飲
み
方
と
し
て
は
、
1
回
に
ア
ル
コ
ー
ル

量
６０
ｇ
以
上
の
多
量
飲
酒
、
他
人
へ
の
飲
酒

の
強
要
、
不
安
や
不
眠
を
紛
ら
わ
す
た
め
の

飲
酒
、
療
養
中
の
飲
酒
、
飲
酒
後
の
運
動
や

入
浴
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、「
健
康
に
良
い
か
ど
う
か
」
と
い
う

評
価
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
「
飲

み
す
ぎ
は
健
康
に
良
く
な
い
」
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
適
量
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
と
明
確
に

示
し
て
い
ま
す
。
目
安
と
し
て
、
健
康
日
本

２１
で
は
「
男
性
４０
ｇ
／
日
未
満
、
女
性
２０
ｇ

／
日
未
満
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
持
病
の
あ
る
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
糖
尿
病
で
は
２５
ｇ
／
日
を
上
限
と
し
、

個
別
に
判
断
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
以
前
は
「
糖
尿
病
患
者
は
禁
酒
」
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
少
量
の
飲
酒
が

合
併
症
リ
ス
ク
を
下
げ
る
可
能
性
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、こ
れ
は
あ
く
ま
で「
飲

ま
な
い
人
に
飲
酒
を
勧
め
る
」
と
い
う
意
味
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
血
圧
で
は
男
性
２０
～
３０

ｇ
、
女
性
１０
～
２０
ｇ
の
ア
ル
コ
ー
ル
量
に
制

限
さ
れ
、
長
期
的
に
は
飲
酒
が
血
圧
上
昇
を

招
く
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
動
脈
硬
化

性
疾
患
で
は
２５ｇ
／
日
ま
で
、も
し
く
は
「
で

き
る
だ
け
控
え
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
肥
満

症
で
は
明
確
な
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多

量
飲
酒
は
カ
ロ
リ
ー
過
多
に
よ
る
体
重
増
加

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
太

ら
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
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法人会の動き　令和 8 年 1 月以降の当面の事業・予定

月　日 事　　業　・　会　　議 会　　　場
1.14（水） 館山税務懇話会例会 夕日海岸昇鶴
1.22（木） 生活習慣病健康診断　1日人間ドック 鴨川市文化体育館
1.23（金）〜24（土） 生活習慣病健康診断　1日人間ドック 館山商工会館
1.23（金） 決算法人説明会 法青会館
1.26（月） 県法連・新年賀詞交歓会 ポートプラザちば
2.13（金） 青年連協第16回千葉サミット ポートプラザちば
2.16（月） e-Taxによる確定申告の早期提出館山税務懇話会（法人会会長ほか） 館山税務署
2.18（水） 県法連・厚生委員会 ポートプラザちば
3.13（金） 県法連・事務局長会議 ポートプラザちば
3.16（月） 女連協令和7年度第2回常任理事会 ポートプラザちば
3.17（火） 県法連・総務委員会 ポートプラザちば
3.17（火） 第4回理事会 夕日海岸昇鶴
4.16（木） 女性フォーラム（埼玉大会） ソニックシティ
4.21（火） 第1回理事会 夕日海岸昇鶴
5.18（月） 青年・女性連協理事会・講演会・交流会 ポートプラザちば
6.  9（火） 第54回定時総会 夕日海岸昇鶴
6.22（月） 県法連第13回定時総会・役員大会 オークラ千葉ホテル

支部名 法人名 代表者 所在地 電話 業種

北条第２

安房水産（株） 千原　清之 館山市北条1248－1－２F 090(8812)0811 水産養殖業

（合同）IKOI 井上　恭吾 　〃　二子3－1 0470(29)3881 地域密着型通所介護施設

税理士法人　千葉トラスト会計 葛 西　　 博 　〃　北条1454－1 0470(23)4757 税理士業務

館山

SEIKEI 住宅（株） 元廣　大輔 　〃　上真倉2396－3 0470(24)0030 不動産業

（有）寅丸 鈴木　彪雅 　〃　沼985－47 0470(22)1961 漁業

（株）マウ・マハロ 原 田　　 稔 　〃　佐野184 0470(29)5828 介護

富浦 （有）atsumaro 角田　厚子 南房総市富浦町福澤873－1 0470(28)5015 宿泊業・観光業

勝山 （株）Re Shine 黒川　昌憲 鋸南町下佐久間2478－3 0470(55)1538 清掃業

保田 鋸南リゾート（株） 笹生　英之 　〃　元名1027－5 0470(29)3822 不動産業

千倉

（株）甚三郎 岡田　征也 南房総市千倉町大川262 090(7013)5397 観光体験企画・運営業

和実（株） 牧 野　 平 　〃　　千倉町北朝夷2806 0470(44)2325 福祉事業

（株）曽我部商店 曽我部　晋一 　〃　　千倉町瀬戸2525－2 090(8302)6712 不動産賃貸業

（株）STELLAR 佐藤　凪子 　〃　　千倉町忽戸601－1 050(1807)9557 宿泊業・
PR マーケティング業

丸山 （株）小野寺建築 小野寺　一 南房総市安馬谷3329－10 0470(46)4545 建築業

和田 （株）鈴木鉄工 鈴木　清隆 　〃　　和田町下三原462 0470(47)3035 鉄工業

江見 愛幸工業（合同） 畠山　幸人 鴨川市太海1958 04(7096)6560 管工事業

鴨川南 （有）福田はかりや店 福田　雄治 　〃　前原182 04(7092)1158 小売業

鴨川中央 （株）TaKa SUZUKI 鈴木 　貴信 　〃　横渚138-1 04(7093)1145 洋菓子 &
チョコレート製造販売

長狭 LA SELVAGGINA
KAMOGAWA（合同） 苅込　太郎 　〃　金束1827 090(6342)5767 食肉加工・

有害鳥獣捕獲

天津小湊
ヤマチョウ（合同） 西川　吉保 　〃　浜荻1337 04(7094)0078 水産加工業

（一社）よもぎ 唐 鎌　　 稔 　〃　四方木345 04(7099)0190 体験コミュニティ

管外 （株）新千葉 TECH 小金　郁恵 千葉県市原市五井中央東2－5－11
NHビル2－1 0436(63)2866 建設業

新しく会員になられた皆さんです。 — よろしくお願いします —
令和 7 年12月31日現在（順不同・敬称略）



１１月１１日おどやスーパーセンター館山店で
税を考える主管行事として税の意義をピーアール
•国の財政と消費税の役割
•キャッシュレス納付、e-TAX
•ボールペン、絵はがきコンクール
ティッシュの配布
•館山税務署・法人会・青色申告会・
間税会・納連が共同で実施

税を考える週間で税務街頭広報

インターネットでインターネットで
セミナー受講セミナー受講

お問い合わせは
法人会事務局まで。

会 報
発 行 年 月 日
発 行 責 任 者
編 集 責 任 者
発 行 者
電 話
Ｆ Ａ Ｘ

第 131 号
令和 8年 1月 15 日
本間　　亨
鈴木　辰也
（公社）館山法人会
0470—22—1389
0470—23—3195

　自転車の交通違反に「青切符」を交付し、反
則金を納付させる新しい制度が今年の４月に始
まるのに向け、警察庁の官民連携協議会が自転
車に特化した「交通安全教育ガイドライン」を
昨年の１２月に公表。このガイドラインでは小
学生から高齢者までを７つに分類し、各年代の
事故などの特徴に基づいて、「ながらスマホ」、
ヘルメットの着用義務、飲酒運転による社会的
責任などについて教育するようだ。最近、車の
運転をしていると自転車の逆走等、ヒヤリとす
る場面に遭遇することが多くなった。この交通
違反制度やガイドラインによる教育ですこしで
も交通事故のない安全な世の中になって欲しい
と願っています。

編集後記
◆
初
日
の
出

南
房
総
千
倉
町
は
、
千
葉
県
南
端
に
位
置
す
る
エ
リ
ア
で
、
自
然
豊
か
な
景
観

が
魅
力
。
特
に
、
初
日
の
出
ス
ポ
ッ
ト
は
、
豊
か
な
海
や
空
、
そ
し
て
雄
大
な
山
々

を
背
景
に
、
美
し
い
ご
来
光
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
道
の
駅
ち
く
ら
「
潮

風
王
国
」
は
、
親
子
連
れ
に
お
す
す
め
の
素
敵
な
初
日
の
出
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
道

の
駅
か
ら
海
沿
い
に
続
く
千
田
海
岸
は
、
磯
遊
び
に
最
適
な
岩
礁
が
広
が
っ
て
お

り
、
お
子
さ
ん
た
ち
は
自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
美
し
い
日
の
出
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
、
家
族
み
ん
な
で
感
動
の
瞬
間
を
共
有
で
き
ま
す
。
南
千
倉
海
岸
に
広

が
る
南
千
倉
海
水
浴
場
は
、
そ
の
美
し
い
海
岸
が
広
が
る
ス
ポ
ッ
ト
で
、
サ
ー
フ
ィ

ン
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
白
間
津
地
区
に
誇
ら
し
く
佇

む
南
房
千
倉
大
橋
は
、そ
の
美
し
い
風
景
か
ら
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
ド
ラ
マ「
サ
マ
ー
ヌ
ー

ド
」
の
ロ
ケ
地
に
も
選
ば
れ
た
場
所
で
、
初
日
の
出
の
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

南房総市千倉町の初日の出【表紙】

 館 山 法 人 会 の ホ ー ム ペ ー ジ (http://www.
tateyama-houjinkai.or.jp/) から無料でセミナー
がご覧いただけます。忙しくてセミナーや研修会に
参加できない方など最適で、映像と音声による本
格的なセミナーです。勉強会（社内研修）や経営

鋸南小学校、千倉小学校で実施

１０月１５日　審査会

女性部会が主導
租税教育活動への取り組み

小学生６年生が対象です。

2 4 0 9 0 4 5

〒294―0045
 千葉県館山市北条 1,491 

 公益社団法人 館山法人会  
URL http://www.tateyama-houjinkai.or.jp/

千葉県館山市北条 1491 

公益社団法人 館山法人会

令

●館山法人会長賞 ●館山税務署長賞
●館山法人会女性部会長賞  ●館山法人会青年部会長賞
●入選  ●参加賞

公益社団法人 館山法人会 

第    回

80

和 5 年　 月 日（ ） 

者の自己研鑽などにご活用ください。
法人会会員の場合、会員専用ＩＤとパ
スワードを入れてログインすれば、よ
り多くのコンテンツが視聴できます。
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◆
花
摘
み

ま
た
、
千
倉
町
内
の
白
間
津
、

七
浦
地
区
の
花
畑
は
、
露
地
栽

培
が
盛
ん
で
、
菜
の
花
や
金
魚

草
、
ポ
ピ
ー
、
キ
ン
セ
ン
カ
な

ど
数
多
く
の
花
が
１
月
か
ら
３

月
中
旬
に
か
け
て
開
花
し
、
お

花
摘
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
海
を
見
な
が
ら
早
春
の
春

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

�

（
写
真
提
供
：
松
井
啓
悟
）
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